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機
械
工
学
科 

歓
迎 
２
学
年(

第
五
十
二
期)

学
生 

機械工学科配属 
第 2 学年 (第 52 期) 学生 

第
一
次
「
千
葉
内
閣
」
発
足 

四
月
一
日
付
け
を
持
っ
て
千
葉

教
授
を
学
科
長
と
す
る
第
一
次

「
千
葉
内
閣
」
が
発
足
し
た
。
学

科
長
の
補
佐
役
と
し
て
宇
根
教
授

(

副
学
科
長)

、
渡
辺
教
授(

整
備)

、

筒
井
助
教
授(

教
育)

、
学
科
代
表
委

員
と
し
て
横
井
講
師(

厚
生)

，
山
川

助
教
授(

図
書)

の
面
々
が
就
任
し

た
。
そ
の
他
の
委
員
は
省
略
。 
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機械工学
科学科長
承認之印 

学
生
に
言
い
た
い
こ
と
、
教
官
に

言
い
た
い
こ
と
、
自
分
の
主
張
等

機
械
工
学
科
に
関
す
る
記
事
を

お
寄
せ
下
さ
い
．
筒
井
ま
で
． 

「
基
礎
学
力
」 

あ
っ
て
こ
そ
の 

「
や
る
気
」

 

機
械
工
学
学
科
長 

 
 

 
 
 

 
 

千
葉
矩
正 

よ
う
こ
そ
二
年
生
諸
君
。
優
秀

な
君
た
ち
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
素

直
に
嬉
し
い
。
今
後
の
三
年
間
で
君

た
ち
が
ど
の
く
ら
い
成
長
す
る
か
を

考
え
る
と
，
非
常
に
楽
し
み
な
反
面
，

そ
の
責
任
の
重
さ
に
緊
張
も
し
て
い

る
．
諸
君
ら
の
教
育
に
一
貫
性
を
持

た
せ
る
た
め
機
械
工
学
科
の
教
育
方

針
を
定
め
た
．
内
容
は
私
達
教
官
が

日
頃
考
え
て
い
た
こ
と
に
す
ぎ
な
い

が
、
学
生
・
教
官
の
意
識
を
鼓
舞
す

る
た
め
あ
え
て
文
書
化
し
配
布
す

る
。 一

、
基
礎
重
視
の
授
業
を
徹
底
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
反
復
教
育
、
詰

め
込
み
教
育
を
行
い
ま
す
。 

二
、
自
己
研
鑽
と
最
大
限
の
努
力

を
要
求
し
ま
す
。
努
力
を
し
な
い
学

生
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

三
、
成
績
評
価
の
基
準
を
公
表
し
、

厳
正
な
成
績
評
価
を
し
ま
す
。
不
可

を
つ
け
る
こ
と
も
た
め
ら
い
ま
せ

ん
。 四

、
学
生
一
人
ひ
と
り
を
独
立
し

た
成
人
と
し
て
扱
い
、
決
し
て
学
生 

11.田中浩章 143 

12.津田祐介 113 

13.成田 優  111 

14.樋口一成 143 

15.真﨑康次 122 

16.水野秀治 121 

17.横田拓也 121 

18.阿部 勤 133 

19.岡田太地 111 

20.小川裕一郎 131 

い
よ
い
よ
「
専
門
科
目
」 

 

機
械
工
学
学
科
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
葉
矩
正 

 

三
年
生
諸
君
、
進
級
お
め
で
と
う
。

四
四
人
全
員
が
無
事
進
級
で
き
て

非
常
に
喜
ば
し
い
。 

さ
て
、
三
年
に
な
る
と
本
格
的
な
専

門
科
目
の
授
業
が
始
ま
る
。
二
年
で
修

得
し
た
基
本
的
な
専
門
知
識
を
基
に

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
土
台
を
築
い

て
ゆ
く
の
だ
．
機
械
工
学
に
は
欠
か
せ

な
い
、
工
作
実
習
、
設
計
製
図
、
実
験

等
が
あ
り
、
ど
れ
一
つ
力
を
抜
く
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。
諸
君
達
に
は
最
大
限

の
努
力
を
要
求
す
る
が
、
私
達
教
官
一

同
も
諸
君
達
の
質
問
・
要
求
に
対
し
て

は
万
難
を
排
し
対
応
す
る
。
四
年
生
は

そ
う
や
っ
て
優
秀
な
成
績
を
修
め
て

き
た
。
四
年
生
を
見
習
え
、
君
た
ち
に

も
で
き
る
。 

1.伊藤史晃 113 

2.植木陽子 133 

3.枝元孝史 111 

4.勝葉大輔 142 

5.神尾政行 141 

6.河上 剛  112 

7.久木田知也 121 

8.椎原尚輝 133 

9.高橋一平 123 

10.竹鼻亮道 132 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

 

君
は
「
横
井
小
楠
」 

を
知
っ
て
い
る
か 

 

明
治
維
新
に
活
躍
し
た
「
横
井
小
楠
」
を

知
っ
て
い
る
人
は
、
そ
う
多
く
は
な
い
と
思

う
．
西
郷
隆
盛
や
坂
本
龍
馬
な
ど
と
比
べ
る

と
地
味
で
、
余
程
の
「
通
」
で
な
け
れ
ば
知

ら
な
い
人
物
で
あ
る
。
横
井
は
熊
本
藩
士
な

が
ら
、
福
井
藩
主
松
平
慶
永(

春
嶽)

に
招
か

れ
そ
の
ブ
レ
ー
ン
と
な
っ
た
開
国
論
者
で
あ

る
．
横
井
が
作
っ
た
「
国
是
七
条
」
と
言
う

七
箇
条
の
綱
領
の
な
か
に
「
公
共
の
政
の
実

施
」
と
「
海
軍
力
の
増
強
」
の
二
箇
条
は
特

に
注
目
さ
れ
、
勝
海
舟
の
海
軍
構
想
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
「
日
本
の
国

防
」
の
概
念
は
こ
こ
か
ら
出
発
し
た
。 

 

さ
て
、
何
故
唐
突
に
「
横
井
小
楠
」
を
取

り
上
げ
た
か
。
機
械
工
学
科
の
教
官
に
そ
の

子
孫
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。
名
字
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
流
体
工
学
の
横
井
嘉
文
講
師
で

あ
る
。
小
楠
は
無
類
の
酒
好
き
だ
っ
た
ら
し

く
、
好
み
の
酒
の
銘
柄
を
紹
介
し
て
い
る
本

ま
で
あ
り
、
そ
れ
は
子
孫
に
も
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
は
そ
れ
ば

か
り
で
は
な
い
。
機
会
あ
る
事
に
部
隊
研
修

や
観
艦
式
等
の
自
衛
隊
主
要
行
毎
に
参
加
す

る
横
井
講
師
の
姿
は
、
か
つ
て
横
井
小
楠
が

思
い
描
い
た
「
日
本
の
国
防
」
の
行
く
末
を

見
守
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

関
連
書
籍
の
紹
介 

 

・
徳
永
洋
著
、「
横
井
小
楠
」、
新
潮
社
、 

二
〇
〇
五
。 

・
松
浦
玲
「
佐
久
間
象
山･

横
井
小
楠
」
日
本

の
名
著
三
〇･

中
央
公
論
社
、
一
九
七
〇
。

そ
の
他
、
多
数
あ
り 

四
年
生
諸
君
へ 

機
械
工
学
学
科
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
葉
矩
正 

い
よ
い
よ
四
年
生
、
各
専
門
の
研
究
室

に
配
属
さ
れ
研
究
活
動
が
始
ま
る
。
学
生

舎
に
お
い
て
は
勤
務
学
生
や
下
級
生
の

指
導
等
で
益
々
責
任
が
重
く
な
る
こ
と

だ
ろ
う
。
諸
君
達
は
幾
多
の
困
難
を
乗
り

越
え
、
優
秀
な
成
績
で
こ
こ
ま
で
来
た
。

最
後
仕
上
げ
は
こ
の
一
年
を
研
究
に
没

頭
す
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
じ
め
に
、
ひ
た

む
き
に
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
充
実

し
た
防
大
生
活
を
締
め
く
く
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、
真
摯

に
取
り
組
む
姿
は
後
に
続
く
後
輩
達
の

手
本
と
な
る
。
言
葉
に
は
出
さ
ず
と
も
、

君
た
ち
の
背
中
が
後
輩
を
導
く
。
特
に
一

年
生
に
対
し
て
は
君
た
ち
の
影
響
力
は

絶
大
で
あ
る
。
例
え
ば
、
学
科
見
学
で
教

官
が
一
年
生
に
対
し
い
く
ら
熱
弁
を
振

っ
て
学
科
の
す
ば
ら
し
さ
を
説
明
し
た

と
こ
ろ
で
，
決
め
手
は
四
年
生
の
「
一
言
」

で
あ
る
。
二
年
生
の
選
択
科
目
、
三
年
生

の
卒
研
講
座
の
選
択
い
ず
れ
も
決
め
手

は
四
年
生
の
「
一
言
」
。
つ
ま
り
、「
四
年

生
の
一
言
に
は
教
官
の
熱
弁
も
及
ば
な

い
。
」
の
で
あ
る
。 

諸
君
達
は
機
械
工
学
科
の
将
来
を
担

っ
て
い
る
。
一
挙
手
一
投
足
が
注
目
さ

れ
、
評
価
さ
れ
る
。
慢
心
し
て
は
い
け
な

い
。 

進
級
お
め
で
と
う 

 

三
年
生 

新
年
度
の
始
ま
る
こ
の
時
期
、
ど
の
学
生
も
期
待
に
満
ち
て

い
る
。
特
に
配
属
学
科
が
決
ま
っ
た
新
二
年
生(

五
二
期)

は
な

お
さ
ら
で
あ
る
。
新
二
年
生
は
例
年
に
も
増
し
て
優
秀
と
聞

く
。
機
械
工
学
科
の
教
官
一
同
、
君
た
ち
を
歓
迎
す
る
。
も
ち

ろ
ん
３
、
４
年
生
、
研
究
科
も
同
じ
気
持
ち
で
あ
る
。 

1.安積健司 242 

2.伊藤幸司 212 

3.稲田善紀 221 

4.岩月賢二 213 

5.柏本和義 241 

6.加藤僚 232 

7.藏屋雄介 242 

8.是澤亮 221 

9.阪本大介 231 

10.嶋田修之 222 

11.白戸和規 232 

12.高橋康哲 231 

13.竹内誠 222 

14.田之倉威啓 231

15.得田修 222 

16.野呂瀬葉子 241

17.ﾊﾞﾔﾙｼﾞｬﾙｶﾞﾙ･ 

ﾎﾙﾙｶﾞﾗﾜ 241 

18.桝田剛 221 

19.松尾彰美 243 

20.米澤良幸 233 

21.渡辺健 223 

22.梶山智之 221 

23.神戸健輔 241 

24.冝保直毅 232 
25.志垣勲 221 

26.嶋田雅一 231 

27.永田英之 223 

28.日高智雄 223 

29.桝田真里子 231 

30.三笠太郎 233 

31.山田純也 243 

32.秋山伸 222 

33.江崎翔一 232 

34.坂元雅史 211 

35.高木直敏 211 

36.竹中さあや 242 
37.永吉健志 213 

38.橋口邦彦 212 

39.松浦由希 231 

40.三橋健太郎 233 

41.森田隆之 241 

42.八坂陽範 213 

43.横道武志 241 

44.吉田憲正 231 

 

21.久山正晃 131 

22.光畑康生 123 

23.斎藤啓一郎 121 

24.瀬口雅治 143 

25.土肥 紘 112 

26.松橋勇介 112 

27.森口雄太 142 

28.稲津英輔 132 

29.大堀雄太 141 

30.小田賢一郎 132 

31.辰巳優介 121 

32.田中聡信 123 

33.中島正喜 133 

34.中濱昌博 141 

35.長尾雄司 111 

36.西岡晋太郎 122 

37.橋本浩尚 143 

38.平井洋介 131 

39.別府洋祐 112 

40.松永康佑 142 

41.本 悠弥 143 

全員進級 第３学年(第 51 期)学生

教官の熱弁より重い  ４年生の「一言」 

熱工学 

.小山祐輔 243 

本田明也 213 

中川蔵太 231 

池上朋幸 212 

流体工学. 

松田耕助 241 

前田良太 241 

山下隼平 232 

真柴智樹 221 

強度設計 

上田幸史 211 

大澤仁士 242 

ﾊﾙﾀﾙ･ﾋｼｸﾞｽﾚﾝ 241

鷲峰清三 213 

竹村良太 211 

機械材料 

虻川和也 222

山崎善史 221

櫻田貴洋 211

.関裕矢 242 

山内大志 221 

制御加工 

中神陽平 212

中村紘巳 231

本蔵智久 211

寺村雄一 213

野口祐太 223 

計測制御 

藤原弘副 231 

石田辰徳 222 

佐藤雄俊 243 

塩谷勝将 222 

機械力学 

田村太宏 211

伊藤正貴 233

中村雄也 234 

自動車 

奈良本晴彦 213

永田正隆 213 

.細谷英寿 244 

新学科長 千葉教授 

を
馬
鹿
に
し
ま
せ
ん
。 

五
、
学
生
の
教
育
を
第
一
と
考

え
、
教
官
は
い
か
な
る
援
助
も
惜

し
み
ま
せ
ん
。 

六
、
す
べ
て
の
授
業
を
公
開
し
、

教
官
相
互
に
授
業
内
容
を
批
評

し
、
授
業
の
質
を
高
め
ま
す
． 

七
、
質
の
高
い
教
育
を
維
持
す

る
た
め
、
教
官
自
身
も
自
己
研
鑽

に
励
み
ま
す
． 

以
上
の
七
項
目
で
あ
る
． 

諸
君
達
の
学
力
の
高
さ
と
や
る

気
は
承
知
し
て
い
る
が
，
あ
え
て

言
う
。
受
験
生
の
よ
う
に
基
礎
を

繰
り
返
し
、
徹
底
暗
記
せ
よ
。「
基

礎
学
力
あ
っ
て
こ
そ
の
や
る
気
」

で
あ
る
。 


